平成１8年2月22日

協和メデックス株式会社
臨床検査試薬 「メタボリード RemL-C」 新発売

動脈硬化の危険因子であるレムナント様リポ蛋白コレステロールを迅速に測定
協和メデックス(東京都中央区 社長：伊藤　菁莪)は、動脈硬化の危険因子であり、米国で家族性Ⅲ型高脂血症の血液診断に使用されているレムナント様リポ蛋白コレステロールを測定する臨床検査試薬「メタボリードRemL－C」を本日2月22日（水）より新発売します。

レムナントリポ蛋白とは、血液中のカイロミクロン※１、超低密度リポ蛋白質（VLDL：Very Low Density Lipoprotein）※２の中性脂肪が、LPL（リポプロテインリパーゼ）によって分解され小粒化した物質です。由来物質により、カイロミクロンレムナント、VLDLレムナントの2種類があります。

通常は速やかに代謝（カイロミクロンレムナントは肝臓へ取り込まれ、VLDLレムナントはLDLに変換）されます。しかし、インスリン抵抗性症候群などによるLPLの低下・障害や、家族性Ⅲ型高脂血症などによるレムナント受容体への結合、取り込みによって、血中にうっ滞することが、動脈硬化の発症、進展に深く関与します。
血清中のレムナントリポ蛋白と動脈硬化の関係が、近年注目されていますが、既存の測定法では、測定結果の正確性や操作性の問題、測定に時間がかかるなどの問題がありました。
この度発売する製品は、煩雑な前処理が不要で、汎用自動分析装置に適応可能です。また測定時間も、10分と従来の測定法に比べ大幅に短縮します。界面活性剤・酵素を用いた液状試薬であり、カイロミクロンレムナント及びVLDLレムナント中のコレステロールを選択的に界面活性剤、酵素で可溶化し、測定します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

協和メデックスは、今後も動脈硬化や高脂血症などの生活習慣病の診断に有用な測定試薬の開発を行って、医療に貢献してまいります。

※１ カイロミクロン・・・食事由来の脂質によって小腸で生成される中性脂肪が大部分のリポ蛋白。
※２ VLDL・・・肝臓で生成され、中性脂肪が豊富でコレステロールも含んだリポ蛋白。
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